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(論文審査結果の要旨)

上記論文に関して、研究にいたる背景と目的、研究内容、および研究成果の意義と学術的水

準について慎重に検討し、以下のような結果を得た。

研究の背景と目的

インフルエンザウイルスによる院内感染を防止することは、臨床上重要な課題である。本

研究では、実際に病院で経験したA型インフルエンザウイルスのアウトブレイク事例の詳細を

紹介するとともに、抗ウイノレス剤オセルタミピ、ルの予防的投与による院内感染予防効果につ

いてこれまでの文献も参考にして検討している。

研究内容

本研究では、まず、沖縄県におけるインフルエンザ流行に関する定点調査による疫学情報

と、琉球大学医学部附属病院における職員、および入院患者のインフルエンザ発症数が関連

することが示された。すなわち地域社会でインフルエンザ感染症が流行した際には、附属病

院において、職員、または入院患者にインフルエンザが多数発症することを明らかにしてい

る。また本研究は附属病院のある病棟で経験した院内感染事例に関して詳細に検討している。

当該病棟では、 8人の医療従事者(看護師と医師)、および10人の入院患者が、インフルエン

ザウイルス抗原迅速診断検査の結果に基づきインフルエンザウイルス感染症と診断された。

この院内感染事例を通し、発端者と感染経路、職員の臨床症状、入院患者の臨床症状(合併

症も含む)、および迅速診断キットでの診断の限界、などを詳細に検討した。さらに、この院

内感染事例において、発症患者と濃厚接触した医療スタッフと入院患者のすべてを対象に、

オセノレタミヒ、、ルを7日間 (75mg、1日1回、 7日間)の予防的投与を実施した。この際に職員、

および入院患者の発熱の程度を解析したところ、経過を詳細に追うことが可能で、あった入院

患者において発熱の程度が軽く(平均最高体温は38
0

C以下)、 臨床症状のみではインフルエン



ザと診断することが困難な症例を多数経験した。うちl例においては、 二次性細菌性肺炎を合

併し、人工呼吸管理がなされ、肺炎は完治した。この院内感染事例において、オセルタミピ

ルの予防投与によりA型インフルエンザウイルスのアウトブレイクを短期間で終息させるこ

とが可能であることが示唆された。これまでの文献を見ると、 2009年のpandemicHINl 2009 

流行以前においては、インフルエンザの院内感染対策として抗インフルエンザ薬を使用した

としづ報告は少数で、あったが、それ以降においては、予防的投与の事例が多数報告されてお

り、インフルエンザウイルスの院内感染対策として抗インフルエンザ薬の予防的投与が推奨

されている。

研究成果の意義と学術的水準

本研究の重要なポイントは、疫学情報と関連づけてインフルエンザウイルスの院内感染事

例を詳細に解析した点にある。また臨床症状に基づいてインフルエンザウイルス感染症を診

断することが非常に困難であるということゆえに、抗インフルエンザ薬による予防的投与を

速やかに開始することで、感染拡大を最小限に抑えることが可能となること、などが明確に示

されている。インフルエンザによる院内感染の実態を詳細に示したこと、および抗インフル

エンザ薬の予防的投与の有用性を示したことから、本研究の学術的意義は高いと評価される。

以上により、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。
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